
　月足は回帰値（緑色の実線）の近傍で始まりました。回帰値を跨いだ後は転換しやすいタイミングとなり
ますから、今後、続落となって下値圏へ向かう可能性も、反騰に転じて米ドルの高値圏（桃色の帯）へ向
かう可能性も、五分五分と考えた方が良いでしょう。先行する日足や週足の動向が注目されます。
　ＦＯＭＣで２０１４年後半まで米国は低金利を維持する可能性が高いことが発表された結果、日米金利
差の拡大を背景とした円安ドル高の環境になるとは思えませｎ。日本の貿易赤字が一過性に留まるという
見方が広がると共に、円高目処を探る展開となっています。
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Ｋチャートから見た　日本円

＜月足から想定される今後3カ月程度の相場＞

　２日の日足は米ドルの下値圏（水色の帯）で始まりました。当面は下値目処を探る展開が想定されます
が、下値支持線の１つである－２シグマ（紺色の実線）に近接していることもあって、これまでの相場基調
に変化がないのであれば、直ぐに反騰に転じることが予想されます。もしそうならないようなら、日足は新し
いドル安局面に入る可能性が出てきます。

　週足は下値圏の下端に迫る陰線となっています。当面は下値目処を探る展開が想定されますが、目前
に－２シグマもありますから、日足と同様に、これまでの相場基調に変化がないのであれば、直ぐに反騰
に転じることが予想されます。もし連続して下値圏を押し下げる展開となるようなら、週足は新しいドル安局
面に入る可能性が出てきます。

＜日足から想定される今後1週間程度の相場＞

＜週足から想定される今後1カ月程度の相場＞

　この資料は、テクニカル分析に基づく執筆者の作成日における見解で、有価証券等の売買や特定の投資戦略への参加の勧誘を
意図したものではありません。当社が信頼できると判断した公開の情報源から得た情報に基づいて作成されていますが、必ずしも当
社の意見を反映したものではなく、その正確性や完全性を保証するものではありませんし、事前事後の通告なしに変更される場合
があります。
　この資料にある有価証券等の価格や価値は変動する可能性があり、そのリスクや、外貨建ての場合は、為替相場の変動リスクもお
客様が負うこととなります。さらに、過去の実績は、必ずしも将来の成果を保証するものではありません。資料の内容がすべてのお客
様に適合的であるとは限りませんし、お客様は、ご自身の状況や投資目的に鑑み、ご自身で投資に関する決定をしていただく必要
があります。また、売買取引に際しては、国内株式対面取引の場合、最大で約定代金の1.05%(税込)もしくは最低2,625円(税込)の手
数料が必要となります。なお、この資料のすべての部分について、目的や方法を問わず、無断での複製、転載、転送などを行わな
いようにお願いします。
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日本円 日足 Ｋﾁｬｰﾄ 2011/10/14 - 2012/02/02
直近終値　　 76.13

< 推定株価群の95%が存在する範囲 > 75.86 - 77.60    < 推定株価群の75%が存在する範囲 > 76.23 - 77.22
< 株価群の平均値±2標準偏差(2σ)> 76.05 - 77.72    < 回帰値 > 76.72　　　 < 移動平均 > 76.89
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　この資料は、テクニカル分析に基づく執筆者の作成日における見解で、有価証券等の売買や特定の投資戦略への参加の勧誘を
意図したものではありません。当社が信頼できると判断した公開の情報源から得た情報に基づいて作成されていますが、必ずしも当
社の意見を反映したものではなく、その正確性や完全性を保証するものではありませんし、事前事後の通告なしに変更される場合
があります。
　この資料にある有価証券等の価格や価値は変動する可能性があり、そのリスクや、外貨建ての場合は、為替相場の変動リスクもお
客様が負うこととなります。さらに、過去の実績は、必ずしも将来の成果を保証するものではありません。資料の内容がすべてのお客
様に適合的であるとは限りませんし、お客様は、ご自身の状況や投資目的に鑑み、ご自身で投資に関する決定をしていただく必要
があります。また、売買取引に際しては、国内株式対面取引の場合、最大で約定代金の1.05%(税込)もしくは最低2,625円(税込)の手
数料が必要となります。なお、この資料のすべての部分について、目的や方法を問わず、無断での複製、転載、転送などを行わな
いようにお願いします。
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日本円 週足 Ｋﾁｬｰﾄ 2010/07/30 - 2012/02/02
直近終値　　 76.13

< 推定株価群の95%が存在する範囲 > 76.06 - 78.65    < 推定株価群の75%が存在する範囲 > 76.61 - 78.08
< 株価群の平均値±2標準偏差(2σ)> 76.05 - 78.17    < 回帰値 > 77.34　　　 < 移動平均 > 77.11

Copyright (C) 2012 Kakuya Kojoh. All Rights Reserved.    Data Source : Bloomberg

 70.00

 80.00

 90.00

 100.00

 110.00

 120.00

 130.00

価格

 0

 1.00

売買高
(株)

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

日本円 月足 Ｋﾁｬｰﾄ 2005/07/29 - 2012/02/02
直近終値　　 76.13

< 推定株価群の95%が存在する範囲 > 72.91 - 79.34    < 推定株価群の75%が存在する範囲 > 74.25 - 77.91
< 株価群の平均値±2標準偏差(2σ)> 74.56 - 86.56    < 回帰値 > 76.06　　　 < 移動平均 > 80.56

Copyright (C) 2012 Kakuya Kojoh. All Rights Reserved.    Data Source : Bloomberg

－　2　－


